
「防災教育」といっても、「これまで学校などで防災教育を受け

たことがあるか」の質問には、多くの人が「避難訓練をやった程度」

としか答えない。もちろん、学校や地域、職場などで熱心に取組

んでいるところ、家庭によってはかなりの備えをしているところも

あり、一概にはいえないが、他の教科の「教育」に比べて明らか

に少ないだろう。

首都直下地震、東海地震、東南海地震、南海地震の危険性が指

摘されながら、いまだ遅々として根本的な防災対策が市民レベル

で講じられていないことをみると、その改善に大きな役割を有す

ると思われる防災教育を検証する必要があるのではないか。

今回は防災教育の現状と課題について、名古屋大学の福和伸

夫教授とともに考える。

防
災
教
育

防
災
教
育

防
災
教
育
と
は

防
災
教
育
は
、
究
極
的
に
は
命
を
守
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
災
害
発
生
の
理
屈
を
知
る
こ
と
、

社
会
と
地
域
の
実
態
を
知
る
こ
と
、
備
え

方
を
学
ぶ
こ
と
、
災
害
発
生
時
の
対
処
の

仕
方
を
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実

践
に
移
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
の
ね
ら
い
を
、
一
つ
目
は
「
災
害
時

に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
日
常
的
な
備

え
を
行
う
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
て
、
的

確
な
判
断
の
下
に
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、
二

つ
目
は
「
災
害
発
生
時
及
び
事
後
に
、
進

ん
で
他
の
人
々
や
集
団
、
地
域
の
安
全
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、
三
つ

目
は
「
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
は

じ
め
と
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
、
災
害

や
防
災
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
事
項

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
し
て
い
る
。

厳
し
い
現
実

周
知
の
通
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
家
屋
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
死

者
の
約
9
割
に
の
ぼ
り
、
倒
壊
家
屋
な
ど

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
住
民
の
お
よ
そ
8
割

が
、
近
隣
の
住
民
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
震
災
後
は
、

防
災
対
策
に
お
け
る
「
自
助
」「
共
助
」
に
、

特
に
強
く
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ

特
集

四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）



た
。
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
平
時
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
住
ま
い
の
耐
震
性
を

高
め
た
り
家
具
の
固
定
を
す
る
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
へ
参
加
し
て
近
隣
住
民
と

の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
平
成
19
年
の
内
閣
府
特
別
世
論
調

査
で
は
、
家
具
固
定
を
し
て
い
る
人
は
全
体

の
4
人
に
1
人
程
度
、
家
の
耐
震
化
を
し
て

い
る
人
に
至
っ
て
は
、10
人
に
1
人
程
度
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
状
況
の
原
因
を
す
べ

て
防
災
教
育
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

耐
震
化
に
は
相
当
の
経
済
的
負
担
と
と
も

に
、
か
な
り
の
手
間
も
か
か
る
も
の
で
あ

り
、
容
易
で
は
な
い
。
意
識
が
高
く
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
「
行
動
」
に
移

D
V
D
）『
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
』、

小
学
校
教
職
員
用
・
学
校
安
全
資
料

（
D
V
D
）『
子
ど
も
を
事
件
・
事
故
災
害

か
ら
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
』）。

学
校
現
場
で
は
、
平
成
10
年
に
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
を
設
け
、
そ
れ
に
よ

り
理
科
や
社
会
と
い
う
既
存
の
教
科
で
は

な
い
形
で
防
災
教
育
を
取
り
上
げ
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
た
が
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
は
、
ほ
か
に
も
消
費
者
教
育
、
金
融

教
育
、
法
教
育
、
環
境
教
育
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
大
き
な
期
待
・
要
請
を

受
け
て
い
る
。

せ
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
一

方
で
家
具
固
定
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
家
具

固
定
も
、
間
柱
へ
の
固
定
な
ど
技
術
上
の

面
倒
さ
や
、
賃
貸
住
宅
の
場
合
、
原
状
回

復
義
務
と
の
関
係
で
困
難
に
な
る
な
ど
、

一
定
の
支
障
は
生
じ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

費
用
・
手
間
の
面
で
は
、
耐
震
化
工
事
よ

り
は
圧
倒
的
に
容
易
で
あ
り
、
対
策
を
行

う
か
否
か
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
住
民
の
意
思

次
第
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
家
具
固
定
率
も
、
都
道
府
県
に
よ
り

か
な
り
異
な
る
が
、
上
記
内
閣
府
の
調
査

で
は
、
静
岡
県
で
は
60
％
を
超
え
て
い
る
。

平
成
21
年
8
月
に
発
生
し
た
駿
河
湾
を
中

心
と
す
る
地
震（
最
大
震
度
6
弱
）
で
は
、
地

震
の
規
模
に
比
し
て
被
害
が
相
対
的
に
小
さ

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
防
災
教
育
に
よ
り
、

静
岡
県
の
住
民
が
普
段
か
ら

適
切
な
備
え
を
行
っ
て
い
た

こ
と
と
、
け
っ
し
て
無
関
係

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
、
い
か
に
個
々
人
の

意
識
を
高
め
、
そ
し
て
具
体

的
な
対
策
を
住
民
に
と
っ
て

も
ら
う
か
、
そ
の
た
め
に
有

用
な
防
災
教
育
と
は
何
か
を

真
剣
に
考
え
る
と
き
で
あ
る
。

防
災
教
育
の
現
状

【
学
校
現
場
】

ま
ず
、
学
校
現
場
に
お
け

る
防
災
教
育
を
み
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

他
の
教
科
と
同
じ
く
、
学
習
指
導
要
領
の

枠
内
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
防
災
教
育
」

と
い
う
特
定
の
教
科
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
中
で
、
防
災
の
狙
い

に
沿
っ
た
要
素
を
入
れ
て
防
災
教
育
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
域
の
安

全
に
役
立
て
る
た
め
の
1
つ
の
知
識
と
し

て
消
防
署
や
消
防
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を

社
会
科
で
、
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
理
科
な
ど
で
、
ま
た
、
安
全
な
行
動

を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た

と
き
に
け
が
を
し
や
す
い
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
か
な

ど
を
体
育
や
特
別
活
動
・

安
全
指
導
の
時
間
に
教
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
習
の
た

め
、
文
部
科
学
省
か
ら
は

防
災
教
育
に
つ
い
て
の
教

材
が
各
学
校
に
配
布
さ
れ

て
い
る
（
小
学
校
・
防
災

教
育
教
材
パ
ネ
ル『
考
え

よ
う
わ
た
し
た
ち
の
い
の

ち
と
安
全
』『
た
っ
た
一
つ

の
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
』、
中
学
校
・
高
等
学
校
・

防
災
教
育
教
材
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
防
災
は
自
分
自

身
の
手
で
』『
防
災
に
つ
い

て
考
え
よ
う
』、
小
学
生

用
・
中
学
生
用
・
防
災
教

育
教
材
（
C
D
‐
R
O
M
、

防災訓練で机の下に避難する県立聾学校の子どもたち
（写真提供：三重県教育委員会）

大地震に備えた対策（平成17年、平成19年）

 対　策 平成17年 平成19年

携帯ラジオ、懐中電灯，医薬品などを準備している　　 49.2  58.9

食料や飲料水を準備している 25.6  36.0

近くの学校や公園など避難する場所を決めている 28.7  33.5

いつも風呂の水をためおきしている　　 21.5  27.6

家族との連絡方法などを決めている 19.3  25.6

家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を防止している 20.8  24.3

消火器や水を張ったバケツを準備している 23.3  24.0

貴重品などをすぐに持ち出せるように準備している　　 20.3  23.1

非常持ち出し用衣類，毛布などを準備している 11.0  14.3

防災訓練に積極的に参加している 8.1  12.5

自分の家の耐震性を高くしている　 6.5  10.9

耐震診断を行い、自分の家の危険度を把握している　　  3.2  4.8

ブロック塀を点検し、倒壊を防止している 3.3  4.7

（単位：％、平成 19年特別世論調査）

四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）

ま
ば
し
ら



【
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
け
る
防
災
教
育
】

一
方
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
防
災
教

育
は
学
校
教
育
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

対
象
も
子
ど
も
た
ち
に
限
っ
て
い
る
も
の

で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
学
校
現
場
以
外
の
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
で
も
、
多
く
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

災
害
時
の
行
動
は
、
ま
さ
に
命
を
左
右

す
る
も
の
と
な
る
か
ら
、
家
庭
で
は
、
緊

急
地
震
速
報
へ
の
対
応
、
避
難
所
の
確
認
、

災
害
時
の
連
絡
方
法
の
確
認
（
と
り
わ
け

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
7
1
）」
の
利

用
方
法
の
確
認
）、
非
常
用
食
料
な
ど
の
備

蓄
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
そ

の
過
程
で
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
で
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く
防
災
訓
練
が
町
内
会
・
自

治
会
な
ど
の
主
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
防
災
用
品
の
配
布
、
小
規
模
の
勉
強
会
・

講
演
会
も
地
域
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
職
場
で
も
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
、

企
業
に
よ
っ
て
は
従
業
員
に
帰
宅
支
援

マ
ッ
プ
や
防
災
用
品
の
配
布
、
災
害
時
の

連
絡
・
参
集
方
法
の
確
認
を
徹
底
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
内

閣
府
、
防
災
推
進
協
議
会
）、
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン（
防
災
教
育
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
実
行
委
員
会
）、
ぼ
う
さ
い

甲
子
園
（
兵
庫
県
、
毎
日
新
聞
社
、
財
団

法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機

構
）、
小
学
生
の
防
災
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル（
日
本
損
害
保
険
協
会
、
朝
日
新

て
の
学
習
や
、
既
存
の
教
科
を
組
み
合
わ

せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
提
案
な
ど
も
示
さ

れ
て
い
る
が
、
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と

し
て
和
歌
山
県
田
辺
市
の
新
庄
中
学
校
で

聞
社
、
ユ
ネ
ス
コ
、
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
、
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル

形
式
の
行
事
も
実
施
さ
れ
、
高
い
教
育
効

果
を
上
げ
て
い
る
（
九
頁
参
照
）。

明
る
い
兆
し
？

〜
防
災
教
育
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

【
工
夫
を
こ
ら
し
た
防
災
教
育
の
出
現
】

防
災
教
育
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
、
画

一
的
な
避
難
訓
練
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
も

の
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者

に
楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
工
夫
と
し
て
、
D
I
G

（D
isa
ste
r Im

a
g
in
a
tio
n
 G
a
m
e

）、

H
U
G 

（H
inanzyo U

nei G
am
e

）、
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
（
災
害
対
応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

教
材
）、
ぼ
う
さ
い
ダ
ッ
ク
、
ぼ
う
さ
い

駅
伝
、
ぼ
う
さ
い
塾
な
ど
が
開
発
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
体
験
し
て
い
る
。
ま
た
、

A
E
D
体
験
、
炊
き
出
し
体
験
、
防
災
ク

イ
ズ
大
会
、
消
火
器
訓
練
、
起
震
車
体
験
、

ま
ち
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
、
多
く
の
参
加
者
を
得

て
行
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
ら
に
参

加
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
で
は
、
当
然

な
が
ら
そ
の
後
の
認
識
の
度
合
い
に
大
き

な
差
が
出
る
。

次
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
教
材
）
と
し
て
、

各
種
D
V
D
（『
幸
せ
運
ぼ

う
』
な
ど
）、
振
動
教
材
（
ぶ

る
る
）、防
災
か
る
た
、防
災
・

防
犯
わ
ら
べ
唄
、
防
災
の
寸

劇
、
震
災
体
験
集
（
一
日
前

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

「
ぶ
る
る
」
は
、
体
験
型
の

耐
震
実
験
模
型
の
総
称
で
、

な
か
に
は
簡
易
な
紙
の
も
の

も
あ
り
、
建
物
の
揺
れ
を
再

現
し
、
耐
震
性
の
あ
る
建
物

作
り
の
基
礎
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
特
に
子
ど

も
た
ち
に
好
評
を
博
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
教
育
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し

ビジュアル教材「幸せ運ぼう」愛知県教育委員会による高校生防災セミナーでのKJ法のワークショップ
（写真提供：福和伸夫）

親と子の建築講座（写真提供：福和伸夫）



稲むらの火
日本の防災教育のなかで、注目されるのは、「稲むらの火」

である。これは、1854年の安政南海地震津波の際に、和

歌山県広川町で濱口儀兵衛（梧陵）が人々を率いて高台に逃

げたというエピソードを、『怪談』で有名な作家、小泉八雲（ラ

フカディオ・ハーン）が記述し、中学校教師だった中井常蔵

（明治40～平成6年）が翻訳・再話したもので、その後文

部省の国定国語教科書に採用され、昭和12年から22年ま

での間、「稲むらの火」として掲載された。

物語の概要は、次のようなものである。高台に住んでい

た主人公の五兵衛は、長くゆったりとした揺れと、うなる

ような地鳴りを感じ、外に出て村を見下ろす。しかし村

では、豊年を祝う宵祭りの支度に心をと

られ、地震にはまったく気がつ

いていない。

一方、海を見ると、波が沖へ引き、

海岸には砂原や黒い岩底が現れる。

五兵衛はすぐに「大変だ。津波がやっ

てくる。このままだと村人が皆、飲

み込まれてしまう」と感じ、松明を持っ

てきて、刈り取ったばかりのたくさん

の稲束に火をつけた。

この火を見た村人は、その火を消そう

と、皆かけ上がってきた。彼等はすぐ火

を消そうとするが、五兵衛は大声で「そのままにしておけ！」

と叫ぶ。そのうち、はるか沖から非常に大きな津波がやっ

てきて、荒れ狂うように、村をひと飲みにしてしまった。

村人はようやく、この火によって助かったことに気づく。

防災に貢献した歴史的人物
この話は、1854年（安政元年）の安政南海地震津波のと

きに、和歌山県広川町で起きた史実に基づいている。モデ

ルとなった濱口儀兵衛は、実際は30代の商人で家は町中に

あり、燃やしたのは脱穀を終えた藁の山だった。火をつけ

たのも津波が来てからで、闇の中で村人に安全な避難路を

示すためだった。しかし、儀兵衛は津波の後も巨額の私財

を投じ、海岸に高さ約5ｍ、長さ約600ｍの防潮堤（広村

堤防）を築造し、それによって、約90年後の昭和19年～

21年の東南海地震・南海地震の津波では、村の居住地区の

大部分が守られた。

その後、この『稲むらの日』は、

2004年のスマトラ沖地震・インド

洋津波災害のときに再び注目され、

日本の支援で、アジア八カ国など、海

外でも翻訳されて広まっている。なお

現在は、津波

のときには、

必ずしも潮が

引くとは限らな

いという注釈が

ついている。

平成19年、和歌山県広川町で

は、この物語を記念した「稲むら

の火の館」(濱口梧陵記念館・津波

防災教育センター）が建てられた。

「稲むらの火」
津波の教訓を伝える物語

和歌山県有田郡広川町の「稲むらの火の館」

インド洋津波によりインドネシアで家の上に乗った船
（写真提供：（財）日本国際協力システム）

ベンガル語版『稲むらの火』

 インドネシア語版『稲むらの火』



の
例
が
あ
る
。
国
語
で
は
地
震
の
紙
芝
居

の
作
成
、
社
会
で
は
地
震
史
と
津
波
用
立

体
地
図
の
作
成
、
数
学
で
は
津
波
到
達
時

間
の
計
算
、
理
科
で
は
地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
学
習
、
美
術
で
は
避
難
所
の
看
板
作
成
、

保
健
体
育
で
は
応
急
手
当
の
学
習
、
技
術

家
庭
で
は
意
識
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
と
防
災
対
策
の
実
践
、
英
語
で
は
世
界

の
地
震
の
学
習
な
ど
、
す
べ
て
の
教
科
を

使
い
総
合
的
に
防
災
教
育
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
形
で
の
取
組
に

よ
り
、
従
前
と
異
な
り
格
段
に
効
果
的
な

防
災
教
育
と
な
っ
て
い
る
。

親と子の建築講座で教材「ぶるる」の実験（写真提供：福和伸夫）

【
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
〜
防
災
関
係

記
述
の
増
加
】

学
校
現
場
の
教
師
に
き
わ
め
て
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ

い
て
、
政
府
は
平
成
20
年
3
月
、
平
成
10

年
以
来
の
改
訂
の
内
容
を
告
示
し
た
。
今

回
は
「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う
学
習

指
導
要
領
の
理
念
の
よ
り
一
層
の
実
現
の

た
め
、
具
体
的
な
手
立
て
を
確
立
す
る
観

点
か
ら
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
（
平
成

23
年
に
小
学
校
、
平
成
24
年
に
中
学
校
で

完
全
実
施
）。

こ
の
な
か
で
、
防
災
教
育
に
か
か
わ
る

記
述
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
内
容
が

追
加
・
修
正
さ
れ
、
強
化
が
図
ら
れ
た
。

中
学
校
の
保
健
体
育
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
記
述
に
加
え
て
「
自
然
災
害
に
よ
る
傷

害
は
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
二
次

災
害
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
多
く
は
、
災
害

に
備
え
て
お
く
こ
と
、
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
こ
と
」
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
よ
り
「
備
え
」
の
重
要

性
を
強
調
す
る
記
述
と
な
っ
た
。

ま
た
、
小
学
校
の
社
会
科
で
は
、
3
、

4
年
生
で
「
関
係
機
関
は
地
域
の
人
々
と

協
力
し
て
、
災
害
や
事
故
の
防
止
に
努
め

て
い
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
が
入
る
と
と
も

に
、
5
年
生
で
は
、
環
境
の
保
全
と
い
う

目
標
に
加
え
て
、「
自
然
災
害
の
防
止
の

重
要
性
」
も
新
た
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
の
上

で
は
、
防
災
教
育
の

体
制
の
「
充
実
が
進

め
ら
れ
た
」
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
ま
ず

は
大
き
く
前
進
で
あ

る
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
避
難
訓
練

を
中
心
と
し
た
学
校

現
場
で
の
取
組
を
み

る
と
き
、
実
際
に
真

に
「
防
災
」
に
有
用

な
教
育
が
行
わ
れ
る

か
ど
う
か
、
懸
念
な

し
と
し
な
い
。
ま
さ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師

の
経
験
、
意
識
、
熱

意
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

防
災
教
育
は

特
別
な
も
の

か
【
専
門
家
だ
け
の

も
の
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
】

前
述
の
よ
う
に
、

防
災
教
育
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
・
取
組
に

は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
、
家
族
、
そ
し

新しい学習指導要領 （実施：小学校／平成23年、中学校／平成24年）における防災教育の内容の充実（主なもの）
改訂後

【小学校3、4年生（社会）】

（4） 地域社会における災害及び事故の防止について、次のことを見学、調査した
り資料を活用したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の働きと
そこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。

ア　関係機関は地域の人々と協力して、災害や事故の防止に努めていること。
イ　関係の諸機関が相互に連携して、緊急に対処する体制をとっていること。

【小学校5年生（社会）】

（1）我が国の国土の様子、国土の環境と国民生活との関連について理解できるよ
うにし、環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め、国土
に対する愛情を育てるようにする。

【中学校（保健体育）】

（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
ア　交通事故や自然災害などによる傷害は、人的要因や環境要因などがかかわっ
て発生すること。

イ　交通事故などによる傷害の多くは、安全な行動、環境の改善によって防止で
きること。

ウ　自然災害による傷害は、災害発生時だけでなく、二次災害によっても生じる
こと。また、自然災害による傷害の多くは、災害に備えておくこと、安全
に避難することによって防止できること。

現　行

【小学校3、4年生（社会）】

(4) 地域社会における災害及び事故から人々の安全を守る工夫について、次の
ことを見学したり調査したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の
働きとそこに従事している人々の工夫や努力を考えるようにする。
ア　関係の諸機関が相互に連絡を取り合いながら緊急に対処する体制をとってい
ること。

【小学校5年生（社会）】

（2）我が国の国土の様子について理解できるようにし、環境の保全の重要性に
ついて関心を深めるようにするとともに、国土に対する愛情を育てるよう
にする。

【中学校（保健体育）】

（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
ア　自然災害や交通事故などによる傷害は、人的要因や環境要因などがかかわっ
て発生すること。また、傷害の多くは安全は行動、環境の改善によって防
止できること。



防災ポスターコンクール
内閣府は、毎年の防災週間行事

の一環として、一般から広く防災

に関するポスターデザインを公募

することにより一層の防災意識の

向上を図るため、防災ポスターコ

ンクールを行っている。平成21

年度で25回目を数えるが、「幼

児・小学1～ 4年生の部」「小学

5・6年生の部」「中学生・高校生の

部」「一般の部」の4部門で、合わ

せて7,000点近い応募があった。

防災教育チャレンジプラン
全国の学校や地域で取組まれる防災教育を推進するため

の新しい企画・取組を1年間サポートするもの。企画の準備・

実践のための経費、担当実行委員による相談などの支援を

行う。公募で選ばれた企画は1年間の結果を中間報告会と

ワークショップで発表し、アドバイスを受け、防災教育大賞、

優秀賞、特別賞が授与される。防災教育チャレンジプラン

実行委員会の主催

で、内閣府を始め

とする各省庁、各

団体などの後援で

実 施。平 成21年

度は選出された9

件が進行してい

る。

ぼうさい甲子園（1.17防災未来賞）
学校や地域で防災教育に取組む子どもや学生を顕彰する

もの。毎日新聞社

が兵庫県、（財）ひょ

うご震災記念21世

紀研究機構との共

催で行っている。小

学生、中学生、高校

生、大学生の4部門

で、応募は学校、ク

ラス、サークル活動、ボランティア活動、地域など。応募す

る学校や団体の取組は、福祉、環境問題、街づくりなどさま

ざまで、表彰式とともに活動成果の発表会も行われる。

小学生のぼうさい探検隊マップコンクール
子どもたちが楽しみながらまちの防災、防犯、交通安全

の施設や設備などを見て回り、地図にまとめて発表する安

全教育プログラム。地域への関心が子どもたちから広がり、

防災・防犯・交通安全への意識の高まりや、安全で安心な

地域社会の強化へつながることを目的とする。平成16年度

に始まり、平成21年度は297校・団体から1,389作品の

応募、約1万人の小学生が参加した。（社)日本損害保険協

会が朝日新聞社、ユネスコ、NPO法人日本災害救援ボラン

ティアネットワークとの共催で行っている。

「防災教育支援プログラム」
内閣府・民間が行う支援プログラム～

平成21年の防災チャレンジプラン実践団体、滋
賀県立 彦根工業高等学校 都市工学科によるか
まどベンチづくりの展示物

ぼうさい甲子園の活動写真

防災ポスター

ぼうさい探検隊マップコンクールで防災担当大臣賞を
受賞した徳島県三好市立佐野小学校の防災マップ

ぼうさい探検隊のまち歩き



教材と出前授業
三重県教育委員会は、平成

16年度から積極的に防災教育

を推進している。教材としては、

防災教育用プレゼンテーション

教材、地震防災ガイドブック『大

地震・津波「自分の命は自分で

守ろう」』、防災教育副読本『あ

したのために』、防災教育ビデ

オなどを作成して県内の小中高

校、特別支援学校に配布すると

ともに、「学校における地震防

災の手引」

を発行している。

出前授業では、地震・津波のメカニズ

ムや平常時の備え、地震発生時の行動な

どを説明し、液状化現象や、耐震補強、

家具転倒防止の実験も行う。平成21年

度は、高等学校を中心に、10校で阪神・

淡路大震災の語り部による講演を実施し

ている。

防災教育推進校とベストプラクティス
さらに、防災教育を積極的に推進する小中高校、特別支

援学校を「防災教育推進校」として募集している。平成20

年度は29 校が推進校となり、三重県教育委員会と三重県

防災危機管理部などにより、地震体験車、防災講話、子ど

もたちが避難所や安全な場所を知るタウンウォッチング、

防災マップづくりなどの支援が行われ、それぞれの学校の

創意工夫で避難所体験、救命講習などが実施された。推進

校の中から「ベストプラクティス」を顕彰しているが、平成

20年度は県立聾学

校だった。

県立聾学校は津市

の避難所に指定され、

東海・東南海・南海

地震の際には津波の

襲来が危惧されてお

り、地元の自治会と

合同で津波を想定した避難訓練を実施した。また、子ども

と保護者が人形劇団「デフ・パペットシアター・ひとみ」の人

形劇で津波について学んだ。訓練に参加した地域の方から

は、「近所にいながら未知の世界。いろいろなことがわかっ

た」「協力して避難することの大切さを感じた」、人形劇『稲

むらの火』を見た生徒からは、「五兵衛が稲むらに火をつけて

津波を知らせたのはグッドアイデア」などの感想があった。

学校災害図上訓練と研修
三重県教育委員会は、平成19年度に学校を舞台にした図

上訓練を開発し、希望する学校で実施している。それぞれ

の学校に応じた被害想定をもとに図上訓練を行うことで、

学校の防災体制を検証し、教職員の防災意識向上を図って

いる。さらに、学校防災指導者研修、新任校長・教頭研修、

初任者研修などを行うとともに、平成20年度には、すべて

の県立学校に、校内放送と連動した緊急地震速報システム

を整備した

「学校現場の防災教育」
三重県教育委員会による推進

玉城わかば学園の避難所体験

防災ガイドブック『大地震・津波
「自分の命は自分で守ろう」』

県立聾学校の屋上に津波災害訓練で避難した人々

小学校での防災マップづくり

防災教育ビデオ『証
言・巨大地震と災害』



て
指
導
者
な
ど
が
「
参
加
者
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
皆
、
防
災
に

対
す
る
非
常
に
高
い
熱
意
を
も
ち
、
防
災

を
心
か
ら
願
う
人
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、

一
方
で
、
そ
の
参
加
者
の
数
を
は
る
か
に

上
回
る
「
非
」
参
加
者
が
存
在
す
る
。
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ

う
な
行
事
、
ま
た
は
教
材
の
存
在
す
ら
知

ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
そ
し

て
「
参
加
者
」
に
も
「
非
参
加
者
」
に
も
、

災
害
と
い
う
の
は
等
し
い
確
率
で
、
ふ
り
か

か
っ
て
く
る
。
防
災
に
お
け
る
自
助
・
共
助

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
今
日
、
防
災
と
い
う
分
野
に
限
っ
て
は
、

誰
か
特
定
の
一
部
の
リ
ー
ダ
ー
・
専
門
家
さ

え
高
い
知
識
・
認
識
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

【
日
常
の
中
に
防
災
を
取
り
入
れ
る
こ
と
】

防
災
教
育
の
環
境
が
徐
々
に
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
続
け
て
い
く
か
ぎ
り
、
現
在
の
状
況

を
大
き
く
打
開
し
て
い
け
る
か
は
疑
問
で

あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
現
代
人
は
忙
し

い
。
災
害
は
、
発
生
し
た
ら
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
来
る
と

も
わ
か
ら
な
い
も
の
に
対
し
て
、「
た
だ

で
さ
え
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
の
に
無
用

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
使
っ
て
い
ら
れ
る

か
」
と
い
う
の
が
（
行
動
を
し
な
い
人
の
）

率
直
な
気
持
ち
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
日
常

忙
し
い
な
か
で
、
家
を
耐
震
化
し
た
り
、

避
難
場
所
を
確
認
し
た
り
、
訓
練
に
参
加

し
た
り
、
と
い
う
の
は
面
倒
で
困
難
な
面

も
あ
る
。
そ
の
効
果
を
実
感
し
に
く
い
防

災
対
策
の
た
め
に
、
日
常
の
中
で
の
必
要

な
行
動
に
使
っ
て
い
る
時
間
を
削
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
あ
る
い
は
、
耐

震
化
の
よ
う
に
、
か
な
り
高
額
な
費
用
が

か
か
る
も
の
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
、
た
だ
、「
大
地

震
が
来
た
ら
危
な
い
。
早
く
対
策
を
」
と

お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
て
も
、
重
い
腰
を

上
げ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
か
な
り
疑
問

で
あ
る
。
そ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、「
や
り

や
す
い
・
気
軽
な
」「
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
」「
楽
し
い
」
と
い
う
要
素
が
一
つ
の
カ

ギ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
重
要
な
の
は
、

高
い
熱
意
・
志
を
持
っ
た
人
た
ち
と
、
普
段

あ
ま
り
関
心
が
な
い
人
た
ち
と
の
協
働
で
あ

る
。
特
に
関
心
が
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
声
高
に
「
防
災
」
と
い
っ
て
入
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、

ほ
ん
の
少
し
ず
つ
防
災
の
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
有
識
者
や

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
る
こ
と
、
こ
れ
が
近
道
に
な
る
可
能

性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
教
師
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

る
。
防
災
教
育
の
た
め
の
最
大
の
人
的
資

源
で
あ
る
教
師
こ
そ
、
最
も
災
害
の
危
険

を
理
解
し
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
職
種

で
あ
る
が
、そ
の
教
師
に
防
災
教
育
を
「
特

別
な
こ
と
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ

て
は
、「
防
災
教
育
は
難
し
い
」
と
い
う

反
応
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。
教
師
が

気
軽
に
、
し
か
し
正
確
に
防
災
に
必
要
な

知
識
を
理
解
し
、
そ
し
て
日
常
的
に
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
可
能

に
す
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

以
上
は
す
ぐ
に
結
果
が
見
え
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
作
業
を
粘
り
強
く
、
不
断
に
行
っ

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
、
10
年
後
、

20
年
後
の
日
本
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
に
向
け
て

最
後
に
、
防
災
教
育
の
今
後
に
向
け
た

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
福
和
伸
夫
名
古
屋

大
学
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
気
候
温
暖
化
と
地
震
活
動
期
の
な
か
、

風
水
害
と
大
地
震
の
頻
発
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
子

ど
も
た
ち
で
す
。
我
が
国
は
、
豊
か
さ
を
獲

得
す
る
な
か
で
、
人
間
や
社
会
を
災
害
に
脆

く
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
社
会
を
持
続
す
る

に
は
、
予
見
で
き
て
い
る
災
害
被
害
を
減
ら

し
、
私
た
ち
自
身
が
災
害
に
負
け
な
い
力
を

身
に
つ
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
や
地
域
の
な
か
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
伝
え
て
き
た
「
生
き
る
た
め
の
知
恵
」

が
、
核
家
族
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
喪

失
、
自
然
と
の
距
離
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本

来
、
家
庭
や
地
域
で
教
育
す
べ
き
こ
と
で

す
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
学
習
偏

重
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
・
技
・
体
の
力

を
蝕
ん
で
い
ま
す
。

災
害
に
負
け
な
い
社
会
に
す
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
正

し
く
自
然
を
恐
れ
、
人
間
活
動
が
災
害
を

生
み
出
す
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
生

き
方
や
住
ま
い
方
を
見
直
し
、
互
い
に
助

け
合
う
心
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
既
存
教
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
合
的

に
体
得
し
て
生
き
る
力
へ
と
昇
華
し
、
生

活
実
践
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
が

防
災
教
育
で
す
。

現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
大
人
の
責
務

は
、
次
世
代
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
災
害
軽
減
の
努
力

を
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の「
生
き

る
力
」
を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
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